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自己紹介

これまでの振り返り

今後の活動について

退任後の生業

現状の課題



松井 和矢
大洲生まれ大洲育ち。ギリギリ29歳。
故郷、鉄道、飛行機を愛し、模型作り、ソフトボ

ール、旅行が趣味。

2022年10月に大洲市地域おこし協力隊に着任。
着任後は地域振興と観光業の発展を主任務とし、

ポコペン横丁に運営スタッフとして参加する他、

イベント運営の支援やお土産物の開発に携わる。

現在は地域の古物修繕や、観光客向けのお土産物

生産、開発作業を行う拠点整備に取り組む。

2025年9月末で地域おこし協力隊退任。
ものづくりを通した新規事業設立や、地域住民と

観光客の交流のきっかけとなる場所づくりを目指

して奔走中。
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＜ これまでの振り返り(2)

今までどんな活動を？

市内のイベント運営、ポコペン横丁の事務局、大洲産の
お土産作り、広報活動、各種セミナー交流会などへの参加

こんなことをしていました。

詳しく

OK



＜ これまでの振り返り(2)

ポコペン横丁の事務局兼ブース店主として、
通常の営業以外に、広報活動、各種取材対応などを行って
います。



＜ これまでの振り返り(2)

肱南地区町並み活用イベント実行委員会に参加し、浪漫祭、
ツイードクラシックオオズ、城下のMACHIBITOの運営を行
いました。

https://www.instagram.com/explore/tags/%E3%83%84%E3%82%A4%E3%83%BC%E3%83%89%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%B7%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%AA%E3%82%AA%E3%82%BA/


＜ これまでの振り返り(2)

浪漫祭、城下のMACHIBITOの運営では、会場内の通行計画
立案や備品管理等を担当。なおかつ自分も出店者という立場
を取ったため、イベント自体の準備と販売物の準備で目を回
していた。



＜ これまでの振り返り(2)

ツイードクラシックオオズ

ツイード生地のアイテムを身につけて、市内を自転車で走
ろう！というイベント。

人員配置や地域へのあいさつ回りなどを担当し、スムーズ
な進行と自分の顔を覚えてもらうことに気を配りました。

https://www.instagram.com/explore/tags/%E3%83%84%E3%82%A4%E3%83%BC%E3%83%89%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%B7%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%AA%E3%82%AA%E3%82%BA/


＜ これまでの振り返り(2)

大洲ガチャの作成
大洲産のお土産作ろう！という考えで始まった。模型作りで
培った技能をもって原型製作から量産まで一人で行うイカれ
た商品。それなりに売れてくれる。



＜ これまでの振り返り(2)

協力隊着任翌年からは、うかいの船頭としても活動中。
先輩方の指導のおかげで、2年目からはなんとか一人でこな
せるようになった。



＜ これまでの振り返り(2)

つくりてマルシェに出店者、企画運営、備品製造等で参加。
自分の得意分野と相性がいいイベント。成果はマルシェに出
店する作り手達と知り合えたこと。
また、地元住民からも「欲しいものがある」と評価されるイ
ベントが開催できていることが素晴らしい。



＜ これまでの振り返り(2)

迂回バルにもたまに出店中。
夏場は出張ポコペン（でみせや名義）として夜市風の出店。

写真入れ替え



＜ これまでの振り返り(2)

地元事業者との協働
藤田建具さんからは地域住民の古道具修理の仕事をいただき
、アンティークなずなさんからは10周年記念イベントスタッ
フとして働かせてもらった。レンタルスペースとも屋さんか
らは施設管理の仕事を任せて頂いている。



＜ これまでの振り返り(2)

大洲藩鉄砲隊に隊員として加入。
実銃の取り扱い経験を買われて参加。月一の定例公開練習の
他、キャッスルステイにも頻繁に参加中。



＜ これまでの振り返り(2)

キャッスルステイには演者としても参加中。
実は初回の実証実験から結構な頻度で参加している。
そろそろ自前の甲冑を持つべきか...



＜ これまでの振り返り(2)

Bambooプロジェクトに参加中。市内の農家さんと協力して
、竹の有効活用を図る活動。竹林の可能性と魅力を感じ、そ
こに人を呼ぶことで魅力発信と体験型コンテンツの造成を目
論んでいる。



＜ これまでの振り返り(2)

協力隊としての活動や、まちづくりに関する知識を得るため
に各種研修や勉強会にも参加しています。



まちづくり大学

地域おこし協力隊 交流研修会

観光人材養成講座

いよぎん地域創生セミナー

四国４県地域おこし協力隊交流勉強会

大洲南中学校 総合的な学習

地域起業応援スクールセミナー

ローカルビジネス創出研修会

内子・大洲エリア観光推進協議会

地域創生イノベーター育成プログラム

救命救急講習会

地域おこし協力隊活動ロードマップ作成研修会

男女共同参画推進南予地域ミーティング

水上マーケットミーティング

官民共創施設の活用を考えるワークショップ

観光案内人研修

特定創業支援講習

四国地域おこし協力隊・自治体交流研修会

商工会議所 記帳講座

大洲商工会議所特定創業支援

日本政策公庫融資相談

おおず歴史花回廊案内人養成講座

サステナブルガイド育成講座

OIC交流会 地域おこし協力隊と語ろう

ここ本当はスターウォーズのあらすじみたいにしたかった...

参加したあれこれ





収入になっているもの

生きるために何をするか

・大洲ガチャ

・船頭

・模型仕事

・ポコペン横丁

・迂回バル



割合 生きるために何をするか

全部合わせても食べていける

程の金額は稼げていない。

模型仕事
原価対利益

1:1～2

船頭

全額収益

ポコペン横丁
原価対利益

1:1～2

迂回バル
原価対利益

1:1～2

CS
全額収益

古道具

全額収益
古道具は消そう

か



・DIYスペース
・お土産づくり

・ポコペン横丁運営

・観光コンテンツ造成

・つくりてマルシェ



何をする場所か。

・お土産製造販売

・古物修理

・模型仕事

・家では（粉塵、騒音等で）できない作業



どんな場所にしたいか。

・他の人の作業を間近で見て、刺激を与えあう

・家庭でのDIYより2ランク上の作業ができる
・1シーズンに一度使いたくなる工具が使える
・家庭では手が出ない中規模工作機械



理念

・大洲でものづくり文化を復活させる

・直して使う文化を地域に定着させたい

・住民が楽しそうに何かやっている場所

・住民と利用客の交流

これらを通して、大洲をより魅力ある地域に



収益性

・自身の仕事場として利用

・製造した製品の販売店舗として利用

・自分が使っていない時間帯で第三者への貸出

・イベント等で臨時出店可能な場所として



立地、内装

旧 真鍋ポンプ店



現状

・工事費2000万円超

無理
計画中断。事業計画再作成。



何するの

・大洲ガチャの製造

・お土産物、大洲グッズ作成

・竹を用いたグッズの作成

・その他グッズ作成



何するの

・農業体験コンテンツ

・工作体験コンテンツ



農業？

・収穫だけでなく、農業や

地域について深く知ることのできるコンテンツに

・ここまでやれば今の大洲には無いものになる

・土地ならではの体験になる



工作？

・大洲ガチャの組み立て体験

・模型作りサークルの開設

これらを軸にした収益化



現状

・組み立て体験

イベントでやってみた。

それなりに好評だが、出店場所や

タイミングは注意するべき。



現状

・模型サークル

ミライズM部会として成立。
色々な業種のメンバー9名。
情報交換、交流の場としても成立



関わり方

・ポコペン横丁

・浪漫祭（城下のMACHIBITO)
・つくりてマルシェ

・迂回バル

・単発イベント



何するの

・運営、事務局業務

・寿命延長

・新規出店者募集

・新規活用案の模索



何するの

・事務局業務

・出店

ちゃんと自分の収益に繋がる

ようにしたい。



関わり方

・作った商品を売る

・ワークショップ等の開催

・ポコペン横丁とのコラボイベント



不定期の出店

・でみせや名義での出店

・ミライズマルシェ部としての出店

・誰かの補助



技能を身につける

・藤田建具店様での修行

・古物や道具の整備、修理

・農業



＜ これまでの振り返り(2)

それで食っていけるの？

だいぶ厳しいです。

じゃあどうするのさ

正直まだわかりません。
当面はバイトで凌ぎます。



卒業後に対する不安は自身でもぬぐい切れません。自分でもそうなんだから皆さん

からの目線では余程「大丈夫かコイツ」と思われていることでしょう。

それでも、今やろうとしていることは、たとえ少しでも、確実に地域のためになる

ことだと思っています。それが今まで育ててもらい、協力隊として活動させてもら

った大洲という町へ、僕ができる恩返しです。

多分これからも皆さんを非常に不安にさせます。ごめんなさい。

とんでもないタイミングで助けを求めるかもしれません。ごめんなさい。

それでもできることをやっていきますので、生暖かく見守ってください。

saigono-sime
おわり
に




